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令和６年度（第２８回）「チヨダ地域保健推進賞」 

 

活動テーマ 

地域の健康を守る！  

～感染症と熱中症予防のミニ講話～ 

グループ名称･氏名(グループの場合は代表者名) 

つくばみらい市役所 保健福祉部 健康増進課 

代表者：軽部 奈津美 

 

 

 

 

勤務先：つくばみらい市役所 

所 属：保健福祉部 健康増進課 

所在地：〒３００－２４２2 

    茨城県つくばみらい市古川１０１５－１ 

ＴＥＬ：０２９７－２５－２１００ 

ＦＡＸ：０２９７－５２－０９９０ 

 

 

◇活動方針 
本市の重点施策「みらいビジョン」のひとつに「“人に、社会に”やさしいまち」を掲げ、さまざ

まな困難を抱える方への支援のほか、地球温暖化と関連した異常気象や災害級の猛暑日が続き、連日
のように熱中症警戒アラートが発表される中での、熱中症対策を地域住民のための喫緊の課題として
位置づけ対策の強化を図っている。また、新型コロナウイルス感染症が第５類に移行されて以降も学
校や家庭内等で集団感染が多く散見していることに加え、小児を中心とした感染症の流行等に対応す
るために、平時から感染症対策に対するリスク管理に努めている。 
今般、改正気候変動適応法が施行され、熱中症特別警戒アラートが新設され市が担う役割について

も明確にされたことや、感染症は年間を通じたリスク管理が重要であることから、熱中症及び感染症
対策に主眼を置き、市民一人ひとりの健康を守ることを目的として、関係各課や地域のコミュニティ
とともに、地域に根差したより効果的な施策を展開する。 
 
◇活動内容とその成果 
【熱中症対策】 
（１） 熱中症予防キャッチフレーズ（以下「キャッチフレーズ」という）の作成 
（２） キャッチフレーズを活用したチラシの作成及び配布 
（３） ミニ講話（10～15分程度） 

回 数：50回予定（R6.4.1～R6.10.31） 
会 場：子育て支援室、地区公民館、高年クラブ、中学校区の協議体、民生委員協議会等 
対象者：子育て世帯、高齢者、地区代表者、民生委員等 

（４） 「涼み処（クーリングシェルター）」の開設 
公共施設の他、民間施設の積極的な開設（R6.10月末時点で 27施設） 
株式会社ヨークベニマルと、7月 16日に指定暑熱避難施設に係る協定を締結 

（５） ＳＮＳ配信を活用した周知啓発 
公式 Instagram・Ｘでの配信：16回 
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熱中症予防キャッチフレーズ（掲示用ポスター）      熱中症予防チラシ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ミニ講話」のようす         涼み処「クーリングシェルター」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指定暑熱避難施設協定締結式     「クーリングシェルター」（ヨークベニマル） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【感染症対策】 
（１） 感染対策チラシの作成及び配布 
（２） 感染症対策講習会の開催（1回） 

日 時：令和 6年 8月 22日（木）午後 3時 30分～4時 30分 
会 場：保健福祉センター 
対象者：新採職員 
内 容：感染症について、予防方法、手洗いチェッカーを利用した手洗いの実践  
成 果：感染対策の重要性の理解、正しい手洗いの方法の取得 

（３） 感染症予防研修会の開催（1回） 
日 時：令和 6年 11月 18日（月）午後 2時～4時 
会 場：保健福祉センター 
対象者：市内公立保育園・幼稚園・小中学校職員、私立保育園・認定こども園職員、企業主 

導型保育施設職員、行政職員 計 20名 
（内訳 看護師：6名、養護教諭：9名、保育士：4名、その他：1名） 

内 容：①講義「予防接種と感染症の最近の話題について」 
講師：健康増進課 保健師 
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②講義「保育施設・幼児教育施設・学校等における感染症対策について」 
講師：つくば保健所 保健指導課 保健師 

③グループワーク 事例検討及び情報交換 
成 果：アンケート結果（満足：16、やや満足：4、やや不満足：0、不満足：0） 

・感染症対策やうがいの必要性について、確認できて大変勉強になった 
・流行感染症や最新の予防接種について知ることができ職場でも共有したい 
・職員向けに嘔吐物処理研修を計画しており勉強になった 
・嘔吐処理に関して職員で共通理解していこうと思った 
・他施設の方の対応等について、情報共有でき良い機会となった（勉強になった） 
・具体的な吐物処理の方法を学ぶことができた 等 

（４） ミニ講話（10～15分程度） 
回 数：50回（R6.6.1～R6.3.31） 
会 場：子育て支援室、地区公民館、高年クラブ、中学校区の協議体、民生委員協議会等 
対象者：子育て世帯、高齢者、地区代表者、民生委員等 

（５） ＳＮＳ配信を活用した周知啓発 
公式 Instagram・Ｘでの配信：14回 

（６） ホームページへの掲載 
13感染症について周知啓発及び注意喚起 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇今後の計画 
【熱中症対策】 
（１） 熱中症普及活動団体の指定 
（２） 熱中症普及活動団体と連携した熱中症予防活動 

熱中症予防声かけ活動、「暑熱順化」キャンペーンの実施 等 
（３） クーリングシェルターの場所がより認識してもらうため「のぼり旗」の作成 
（４） 県主導による熱中症特別警戒アラート連絡訓練への参加 
（５） 地域に出向いたミニ講話の継続 
（６） ホームページ、ＳＮＳ等を活用した周知啓発活動 
【感染症対策】 
（１） 感染症予防研修会の開催 

・保健所や各施設と連携し、平時の感染症対策の徹底や感染症集団発生の予防ができるよう、
情報提供や相談しやすい体制づくりをしていく 

（２） 地域に出向いたミニ講話の継続 
（３） ホームページ、ＳＮＳ等を活用した周知啓発活動 

感染症対策チラシ 

グループワーク資料 


